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明和町は、群馬県教育委員会から平成２６年度から２８年度までキャリア教育実践推

進の地区指定を受け、実践に取り組んで来ました。

キャリア教育は、これから変化に富んだ社会を生き抜く子どもたちに、必要な資質や

能力を身に付けさせるために、群馬県が第一の教育施策として取り組んでいます。明和

中学校では、「課題対応能力を身に付けた生徒の育成」をテーマに研修を行ってきました。

これは、「授業中に【課題対応能力】を身に付け、どのように次の授業に生かしていくか。」

ということです。課題対応能力とは、学習課題に対して解決への見通しをもち、筋道を

立てて対応し、導き出した結果を表現できる力のことです。将来的には、子どもたちが

社会人として直面する課題に対応し解決できる力になるものです。明和中では、各教科

の授業において課題対応能力を身に付け、どのように見とっていくか、各教科で実践を

重ねました。

１０月４日に県内の先生方をお招きして美術の授業公開を行いました。

【友達と話し合いながら自分の作品を工夫する】 【友達から聞いて工夫したことをまとめる】

【クラス全体で個人の工夫点を共有する】 【職員の授業研究会】

今と未来をつなぐキャリア教育の推進
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【課題対応能力の定着】

その他にも小中連携の取組として、早川

先生が東小で出張授業を行い、義務教育 【早川先生の東小での出張授業】

９年間として課題対応能力の育成に努め

たり、職場体験学習の事前事後指導を計画的に行い、働くことに対する気持ちの

変化を読み取って、次の指導に生かしたりしてきました。

【職場体験学習での取組】

今後は、進路実現に臨む３年生に対して将来を見据えた上での適切な進路指導にも３

年間の成果を生かしていきます。人工知能の発達などで約５０％の職種がなくなり、新

しい職種ができるとも言われる近い将来、子どもたちが自ら生き方を切り開いていける

ように、明和中では今後もキャリア教育の取組を充実させていきます。


